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を示す RSを作成したところ，簡易法による被害額との強い相関（決定係数 R2=0.79）を有する RSが得ら
れた． 
最後に，RSによる被害額推定手法を集中豪雨時のため池の破堤リスク評価に適用する．期待総費用低減
効果を指標として，4つの実在地区のリスク評価を試行した結果，RSによる計算値は簡易法による積み上
げ計算と同じ序列となった．この結果から，この手法をもとに対策の優先度を概略的に検討できる可能性
が示唆された． 
 
 
 
  
 
論文審査結果の要旨 
 
 本研究は，全国20万カ所，とくに瀬戸内地域には多く存在するため池の維持管理の問題を取り扱った
ものである．ため池は，江戸時代以前に築堤されたものも多く，その多くが老朽化しており，脆弱な状
態にある．したがって，各地方公共団体にとって，その維持管理は，農業基盤施設としてのみならず，
防災上重要な課題である．老朽ため池の多くは改修を必要とするが，その優先順位を決定する必要があ
る．本研究ではこの問題について，リスク概念に基づいた意思決定手法を提案している．とくに，多く
の現地に適用できるように簡略手法を提案している．この方法が行政によって採用された場合，合理的
な意思決定が可能となると共に，かなりの作業簡略化が図れるため，研究の社会的インパクトは大きい
と判断できる．この様に，内容を精査した結果，本研究は，博士論文研究として，適切なものであると
判断された． 
また，適正な数の論文を学会論文集に公表しており，講座における博士の基準を満足していることを
確認した．さらに，学位論文発表会においては，発表および質疑応答が適切になされていた． 
以上のことから，本審査委員会は，水間啓慈氏を，博士の学位が授与されるのにふさわしいと判断し
た．なお，研究内容が防災に大きく関わっていることから，学位の名称として「環境学」が適切である
と判断した． 
